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単位数 ○

授業計画
【第11回】

個別の指導計画の作成（知的障害を中心に）

授業計画
【第8回】

重複障害の教育課程

授業計画
【第9回】

特別支援教育における指導案作成の基本と指導案（教科）の作成

授業計画
【第10回】

自立活動の基本と指導案（自立活動）の作成

科目コード 750140

子ども教育学科都城キャンパス

授業計画
【第1回】

障害のある子どもの理解と指導

瀬戸口　裕二

2単位 3年 実務経験教員
アクティブ
ラーニング

配当学年

Minami Kyushu University Syllabus
シラバス年度

科目名称

2022年度 開講キャンパス 開設学科

授業形態特別支援教育課程論 講義

授業計画
【第2回】

担当教員名

授業概要

関連する科目

授業計画
【第3回】

授業計画
【第4回】

授業計画
【第5回】

授業計画
【第6回】

授業の進め方
と方法

授業計画
【第7回】

改訂された特別支援教育の学習指導要領（準じた指導課程）

特別支援教育
知的障害児教育

本授業の目標は、特別な支援を必要とする子どもの実態を深く理解すると共に教育の意義と目的について理解し、教育の計画や展開の
あり方を論ずることにある。そのことにより、制度や関連法規が整備されてきた経過と必然性について理解し、学習指導要領や教育課
程の変化について学び、時代に即した「指導案」や「個別の指導計画」を作成する。また、専門家との連携を踏まえ、通級指導教室・
特別支援コーディネーター・特別支援学校のセンター的機能役割を知り、質の高い「個別の教育支援計画」が求められていることを理
解する。

視覚障害の教育課程

聴覚障害教育の教育課程

肢体不自由の教育課程

知的障害教育の学習指導要領

　毎回の授業にて、多様な授業形態を展開します。１回の授業の構成は下記の通りです。
　授業の前半では、「法的位置づけ」や「学術的な根拠（子どもの発達段階の特徴など）」について講義します。後半では、グループ
ディスカッションや課題解決・指導計画の作成等にて、前半の学びを深めるとともに、自らの考えをレポートやプレゼン等にて表現し
ます。
本授業は、質問や協議機会が多様に用意されています。また、授業中に様々な情報を検索したり確かめたりすることが推奨されていま
す。発見された事実や協議された内容については広く共有される機会が保障されています。

病弱の教育課程
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授業計画
【第14回】

個別の教育支援計画と専門家の連携

授業計画
【第15回】

特別支援学校のセンター的役割と地域支援

授業計画
【第12回】

個別の指導計画の実際と内容検討

授業計画
【第13回】

特別支援教育コーデイネーターの役割と課題

備考

授業の到達目標

評価方法・基準

課題に対する
フィードバック

テキスト

参考書
・文部科学省　特別支援学校小学部・中学部学習指導要領、特別支援学校学習指導要領解説　総則等編(幼稚部・小学部・中学部）
・文部科学省　特別支援学校幼稚部教育要領、小学部・中学部学習指導要領、高等部学習指導要領　
・文部科学省　特別支援学校学習指導要領解説　総則等編（幼稚部・小学部・中学部）

　作成した指導案と個別の指導計画、個別の教育支援計画（60％）最終試験(40%)により総合的に評価する。

小グループごとの発表課題は、自己評価や相互評価が得られる機会をもち、補則解説や教員による評価をフィードバックする。

前時の学習のポイントについて、参考書やインターネット情報等を活用して再確認したり、検索された情報を下にして自らの学習を拡
大したりする（３０分程度）。

　グループによる指導案、個別の指導計画、個別の教育支援計画の作成が求められ、授業において発表し、相互ディスカッションに
よって評価されるために、事前にグループで協議したり学習したりすることが求められる（１時間程度）。

学位授与の方針
（DP)との関連

1.知識・理解を応用し活用する能力−(1)／1.知識・理解を応用し活用する能力−(2)／2.汎用的技能を応用し活用する能力−(1)／2.汎用
的技能を応用し活用する能力−(2)／3.人間力、社会性、国際性の涵養−(2)

授業時間外の学修
【予習】

授業時間外の学修
【復習】

・知的障害児を中心に、特別支援教育課程の構造と特徴を理解する。
・「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」について習得する。
・「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」を基にして、知的障害児の実態に応じた支援の在り方を具体的に考察することを目指
す。
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